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美術鑑賞を通した人権保育に関する一考察
有　馬　知江美１
１．はじめに
　公正な判断や誠実であろうとする姿勢は、時として共同体からの逸脱を
その主体に余儀なくさせる。自ずと主体は孤独となるが、自らの信念に即
した結果生じた状態に肯定的である。価値判断不在の周囲の世界に迎合せ
ず、理不尽なものに対し否を言う姿勢は、自分自身の自由を保障するため
に不可欠であるためである。
　今日、人間の自由を阻害する人権ⅰをめぐる多様な問題が随所に存在す
る。人権に関する問題として、「女性、子ども、高齢者、障害のある人、同
和問題、アイヌの人々、外国人、エイズウイルス（ＨＩＶ）感染者・ハン
セン病患者等、刑を終えて出所した人、犯罪被害者等、インターネットに
よる人権侵害、北朝鮮当局によって拉致された被害者等、その他の人権課
題」ⅱ等の具体的に顕在化している問題のみならず、個人的に自由を阻害さ
れ、当事者となってはじめて意識化される問題も無数に存在するといって
よい。
　こうした諸々の客観的及び主観的な人権問題に邂逅して極めて理不尽な
状況に置かれた際、私たちは自分自身の自由をどのように取り戻すことが
できるのだろうか。さらに、身近な他者のみならず匿名の他者が抱えてい
る人権問題を看過せず、彼らの阻害されている自由を取り戻すために、私
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たちはどのように共に考えることができるのであろうか。
　以上の問いに対して教育に期待しうる営為の一つが人権教育である。た
だしそれは知的理解にとどまるものではなく、学び手の知性と感性を通し
て人権感覚を醸成しうる人権教育であることが要請される。換言すれば、
人権をめぐる自他の問題に鋭敏になりうる力の育成と、さらに、諸問題に
自ら対峙しようとする行動力を育成する人権教育である。すなわち、個々
の人権感覚の萌芽にとどまらず、人権感覚が漸次身体化されていくという
ことが重要である。なお、こうした人権感覚の醸成は限定的な時空間で行
われるものではなく、生涯学習としてなされるものでなくてはならないⅲ。
すなわち、児童期からの人権教育を待たず、乳幼児期からの人権保育ⅳが
要請されるのである。
　さて、すでに拙稿「子どもの感性を通した『人権保育』の視座」ⅴでは、
人権保育として開始する生涯学習としての人権教育は、子どもたちの人権
感覚の醸成のために、第一義的に彼らの感性を通したものでなければなら
ないことを論じている。そこでは、元来感性を通して世界に関わろうとす
る就学前の子どもたちを、人権感覚を涵養するに最もふさわしい主体とし
て捉えている。換言すれば、人権教育の根幹をなす人権感覚を育成する端
緒を、感性を通して世界に関わろうとする就学前の子どもの人間形成のう
ちに認めるのである。知的理解にとどまりがちな今日の児童期以降の人権
教育が抱えている閉塞性を克服する突破口を、感性を通した人権保育に見
出している。
　こうした考察を踏まえて、感性を通した人権保育に関する具体的な方策
を考察していくことが求められる。本稿では、それを美術鑑賞を通した人
権保育と捉え、就学前の子どもたちが個々のまなざしを持つ鑑賞者として
尊重される美術館における美術鑑賞プログラムについて考察するものとす
る。
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２．美術館における幼児を対象とした美術作品鑑賞と
　　人権保育の関係性
　本稿で問う美術作品の鑑賞とは、幼児ⅵが美術館において美術作品と対
峙するというものである。ここで次のような問いが生じることが予想され
る。すなわち、「幼児期の子どもたちが美術館という空間において美術作品
を鑑賞することができるのか」という問いである。また、こうした問いが
惹起する、「幼児期の子どもたちには美術鑑賞とは異なる方策が適している
のではないか」という問いもある。さらに、「元来、人権保育と美術鑑賞は
どのような関係性を持ちうるのか」という問いも含まれるであろう。
　さて、幼児を対象とした美術鑑賞プログラムに関する筆者のこれまでの
研究ⅶでは、幼児が美術館において美術作品の鑑賞をなすことが人間形成
に不可欠なものであるとの結論を得た。それは、美術館の教育普及活動と
して今日しばしばみられるような児童期以降の子どもたちを対象とした美
術鑑賞プログラムを下降させるという発想によるものではなく、人間形成
の原理に照らした場合に不可欠なものとして本質的に要請されるものであ
る。
　美術館における幼児を対象とした美術鑑賞プログラムの先駆的な実践例
は、幼稚園・保育所単位で園児を受け入れ、年間を通して鑑賞プログラム
を実施する財団法人大原美術館(岡山県倉敷市)の「幼児対象プログラム」
（1993年～）ⅷである。今日、全国的に美術館における教育普及活動が浸透
したとはいえ、幼児を対象としたプログラムはいまだ僅少である中、大原
美術館はすでに20年来プログラムを展開し、地域の幼稚園・保育所との深
い関係性を持ち続けているのである。
　同館では小学校以上の学校段階の児童生徒を対象としたプログラムも盛
んであり、休館日等に児童を招く取り組み等もみられるが、幼児を対象と
したプログラムが、今日同館で展開されている多種多様なプログラムの端
緒となっていたことは興味深い。幼児を対象としたプログラムが小学校以
降の学校段階のプログラムを後年導いていった観すら否めないのである。
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　幼児期に美術鑑賞をすることを促す同プログラムの特徴は、幼児を鑑賞
者として尊重する点にある。同美術館の創設者である大原孫三郎氏を父に
持つ大原總一郎氏は、美術館や美術作品を特定の階層に占有させるのでは
なく、万人を鑑賞者として捉えるという美術館の公共性をめぐる深い思
想ⅸを持ち、美術館をさらに発展させた。それは今日にも継承されており、
一般的に入館者として歓迎されないこともある幼児を、単なる美術館の見
学者にとどまらず、むしろ鑑賞者として尊重するのである。子どもたちを
文化の担い手として捉えようとする姿勢がここに現れている。それ故に、
子どもたちのまなざしをより深化させるために、プログラムは一回性のも
のに終始せず、カリキュラムに基づいて年間を通して数種類が展開されて
いる。
　なお、同館の実践研究及び同館に範を得て筆者が実施した幼稚園児を対
象としたプログラム（於：宇都宮美術館　平成17年）実践等に基づきなが
ら、本稿ではこれまでの研究を踏まえて、図「幼児期に美術館において美
術鑑賞をなすことの必然性」を示すこととしたⅹ。人間形成において、①
美術作品鑑賞を幼児期に行わなければならないという時間的必然性、②他
所で複製画等を鑑賞するのではなく美術作品との出会いをもたらす場とし
て美術館での鑑賞をなすべきであるという空間的必然性、③幼児期に出会
うべき他者としての美術作品という対象世界をめぐる必然性、④子どもの
目の陶冶を促しさらに深化させるために鑑賞という行為が不可欠であると
いう方法をめぐる必然性という以上の４点が相互に関連性を持つ時、幼児
期に美術館において美術鑑賞をなすことが人間形成に不可欠なものである
との理解に至るのである。
　ところで、上記の４つの必然性は人権保育をめぐる必然性に通底する。
ここに、美術館における幼児を対象とした美術鑑賞プログラムと感性を通
した人権保育との関係性が明らかとなる。
47
美術鑑賞を通した人権保育に関する一考察
　人権保育とは子どもの自由の保障であり、また、自らの自由を保障しよ
うとする力の育成であり、さらに、他者の自由をも保障していく力を育成
することである。換言すれば、人間形成において掛け替えのない「子ども
の時間」xiを「大人の時間」とは異なる時間として尊重し、さらに「子ども
の時間」を彼らに保障することであり、個々のとらわれのない自由なまな
ざしを醸成することである。
　その際、私たちが子どもをいかなる存在として捉えるかという問題がそ
こに横たわっている。近代以降、子ども存在が可視化され、大人の庇護の
下に生きられるようになった多くの子どもたちではあるが、「庇護」の概念
図　幼児期に美術館において美術鑑賞をなすことの必然性
美術作品である必然性：容易には越えることのできない強い
個性を持つ「他者（＝作家）」の生との出会いにより、まなざ
しの多様性や自由な自己表出のあり方に気づく。強い個性と
の出会いと対話により、共感、圧倒、葛藤、拮抗等の体験が
なされ、その体験は、美術作品にとどまらず、対象世界に対
する自由で多面的な関係性を持とうとする契機をもたらす。
美術鑑賞である必然性：さらに自由で豊かなまなざしの形成
のために、多角的な鑑賞を通した鑑賞の深化が必要である。
単なる美術館「見学」とは異なる美術鑑賞が要請される。
幼児期で あ る 必 然 性：
幼児が過ごす独特の時
間の流れである「子ど
もの時間」（⇔就学後＝
「学校の時間」）におい
て、幼児は概念にとらわ
れず直観を通して対象世
界に関わることができる
ため、「自分のまなざし」
で対象世界（＝美術作品）
に充溢する「生」を感得
しうる。こうしたまなざ
しをより豊かに育成する
ことに意義がある。
幼児期に美
術館におい
て美術作品
を鑑賞する
ことの必然
性
美術館である必然性：乳
幼児に迎合的な商業施設
で過ごすことが多い日常
生活において、幼い子ど
もであっても「鑑賞者」
として尊重される非日常
的空間で過ごすひと時
は、文化の担い手として
の自覚を子どもたちにも
たらす。
有　馬　知江美
48
理解のあいまいさは否めないxii。今日では「子どもの権利条約」が広く周
知されているとはいえ、いまだ大人による子ども存在の卑下や軽視が随所
にみられるのである。それは、理性的存在であるとの自負を持つ大人によ
る幼い子どもの感性的世界への軽視を背景としている。こうした状況に対
して、たとえ非言語的世界を中心に生きる乳児であっても「人間」として
尊重しxiii、各自に権利保障がなされなければならないという人権保育にお
ける子ども観は、いわゆる近代的子ども観を凌駕するものということもで
きるであろう。
　ところで、人権保育においては人権感覚の醸成と身体化が要請される。
人権侵害を解決せずにはいられないとする人権意識の芽生えを経て、人権
感覚は強化されて実践に至ることが要請されるのである。すなわち、自分
自身のみならず、やがて他者の人権をも保障する実践行動を導くような力
動性を秘めた人権感覚が、個々の身体に内在化されなければならないので
あるxiv。
　上記のような人権感覚の醸成と身体化のためには、個々の子どもが自分
とは異なる存在である他者存在を実感し、自他の相違を直接的に感得する
ことが要請される。そうした他者とは、身近な他者のみならず、広くは他
者存在の有機的な総体である「文化」でもありうる。自分とは異なる生を
携える様々な他者存在との出会いがここに保障されなければならない。
　さらに、人権感覚の強化のプロセスにおいては、身体化に至るまでの強
靭な人権感覚の育成のために、他者の身体性と自己の身体性とが交わり、
共同的な人権感覚がもたらされることが必要である。それは、他者存在と
の対話の深化によって遂行されていくであろう。
　なお、以上の人権保育をめぐる観点は、前出の図「幼児期に美術館にお
いて美術鑑賞をなすことの必然性」に明示した美術館における幼児期の美
術作品鑑賞の４つの必然性に通底する。本稿で問う、感性を通した人権保
育の方策として、幼児期の美術館における美術作品鑑賞が適切な方策であ
る所以がここに示されているのである。
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３．人権保育における美術作品との出会いと対話xv
　人権保育における幼児の美術鑑賞プログラムとはいかなるものであろう
か。その考察の端緒として、本稿では、子どもが自らの自由なまなざしで
他者に出会うこと、及び自由なまなざしを持つ他者と対話をすることの２
点に焦点をあて、「美術鑑賞プログラムにおける他者との出会いと対話」を
キーワードとする。
　なお、そこには大別して２つの方向性がみられる。第一に、幼児が作品
と出会い、「他者（＝作家）」の生に向き合いながら一対一でなす非言語的
なダイアローグである。もう一方は、美術鑑賞プログラムの担当者や子ど
も同士の対話を通じて、非言語的な美術作品を言語化するという方向性で
ある。今日の美術鑑賞プログラムにおいては、後者の対話型プログラムが
アメリア・アレナスの影響も手伝い普及しているが、本稿では人権保育の
観点から、むしろ前者を第一段階に位置づけて考察するものとする。
（１）「他者（＝作家）」の生に向き合いながら行う非言語的なダイアローグ
　人権保育をめぐる筆者の研究では、感性を通して子どもが自己存在を実
感し、さらに自己と異なる他者存在を実感するということにその端緒を見
出している。そうした観点から、美術鑑賞における「他者（＝作家）」との
出会いと対話に第一義的に意義を認めるものである。なお、ここで問う対
話とは、幼児が「他者（＝作家）」の生と出会い、その生に向き合いながら
一対一でなす非言語的なダイアローグである。すなわち、美術作品の鑑賞
を、作家という　「他者」に照らして、鑑賞者が自分自身のあり方を見出す
自己探求の端緒を得ることと捉えるならば、掛け替えのない他者に幼児も
また独りで向き合い、自らとは異なる強烈な個性を持つ他者と、一対一の、
すなわち主観と主観とのダイアローグをなす経験が不可欠なのである。
　子どもが出会う美術作品に内在する「他者（＝作家）」は、自らのまなざ
しで世界を捉え、世界に向けて自らの手を通して自己表出する者である。
多くの者に快をもたらす美を表現するのみならず、時には限界状況を主題
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とすることもあり、その強い個性は決して鑑賞者に迎合しようとはしない。
子どもが美術鑑賞を通して出会う他者は、自らのまなざしの自由を徹頭徹
尾提示する孤高な他者なのである。
　子どもにとってこうした自由で強い個性を持つ他者に出会う経験は、自
他の相違を感性を通して体感し、さらに、自分自身のあり方もまた自由に
開かれていることを認識する手立てとなる。実際、強い個性によって表出
された美術作品との出会いは、児童文化財に慣れ親しんでいる幼児にとっ
ては衝撃的であり、作品への共感のみならず、葛藤や嫌悪がもたらされる
ことさえある。親和ではなく、時には葛藤や嫌悪をももたらす他者との出
会いは、家庭や保育施設等々の限定的な生活世界においては経験しにくい
ものである。非日常的空間ともいえる美術館でのこうした出会いは、人間
の個々のまなざしの存在を子どもたちに実感させるのである。
　以上のような孤高の他者との出会いにおいては、美術作品に子どもが
個々に向き合うという孤独性
4 4 4
が要請される。すなわち、孤独者同士のダイ
アローグを静謐のうちでなす経験が個々の自由な言葉とまなざしの発露の
ためには重要である。したがって、両者の感性が交差するダイアローグを
可能にする孤独な時空間の保障が美術鑑賞プログラムに求められるのであ
るが、詳細は次章において論考するものとする。
　
（２）共同で作品を鑑賞し言語化する対話
　人権保育としての美術鑑賞プログラムにおいては、前節の孤独者同士の
ダイアローグを踏まえて、複数の者同士による言語活動も不可欠である。
すなわち、今日の美術鑑賞プログラムの随所で展開されているような対話
型鑑賞である。
　なお、筆者はすでに年少児の園児たちが絵画作品を言語化して鑑賞する
事例も確認しており、幼児を対象とした美術鑑賞プログラムにおける作品
の言語化に関して方法論的に困難なものとの認識はない。むしろ、美術作
品に不可避的に付随する権威
4 4
から自由であるという点で、幼い子どもが作
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品の前で展開する言語活動は、まなざしの自由な言表化として大人を凌駕
するものと捉えている。
　美術館における幼児を対象とした対話型鑑賞の実践としては以下のよう
なものがあげられる。たとえば、同一作品をクラス単位等の複数の子ども
たちがプログラム担当者と共に鑑賞し、作品に顕在化している人物や事物
の名称や色彩、形等を互いに列挙したり、作品から得られるイメージを言
語化したりしてまなざしを共有化する方策である。これは、児童を対象と
するものから成人を対象とするものに至るまで鑑賞プログラムの多くにみ
られる手法でもある。また一方では、言語活動を介して共同的に鑑賞を深
化させるという方法もみられる。たとえば、大原美術館の「幼児対象プロ
グラム」が実施する、一つの作品を鑑賞して複数の子どもたちが言葉を出
し合って、一つの物話を創作する「お話づくり」プログラムである。非言
語的な絵画作品を複数の幼児の言語世界を通して「物語」という作品に転
化していく共同的探究の活動xviである。いずれもプログラム担当者と子ど
もたち、あるいは子ども同士の対話を通して展開される活動である。
　さて、こうした対話を通した共同的な鑑賞には、以下のような意義を見
出すことができる。
　第一には、非言語的な美術作品を言語化することによって、自己のまな
ざしが顕在化し、同時に、同一の対象世界に対する他者のまなざしを認識
する契機を得ることができるという点である。言語を介した鑑賞過程にお
いて子どもたちが相互の言葉に耳を傾ける際、言表化されたものの相違か
ら、同一の対象世界に対するまなざしの多様性と相違に気づき、延いては
自己とは異なる他者存在を認める契機を得るのである。
　なお、その際、鑑賞者は互いに対等であるという点を見逃すことはでき
ない。すなわち、美術作品の鑑賞とは答えのないもの（open-ended）の探
究であるが故に、正答がないということを所以として、作品に現前する者
同士は対等な関係性を持っている。それは、子ども同士のみならず、共に
作品の前に立つ大人との関係性においても同様である。こうした関係性の
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うちで真の対話が保障され、各自の自由なまなざしと言葉もまた保障され
るのである。
　第二には、子どもたちは作品の言語化を契機として、単に作品を見ると
いう視覚優位にあった鑑賞活動から、他者の言葉を聴くという聴覚をも活
性化させた鑑賞活動への展開を経験するという点である。対象世界に向け
て得られた身体性の広がりは、自分に現前する対象世界に対する感じ方や
考え方の広がりをもたらす契機を得ると同時に、他者の身体の開きと共鳴
をなし、自らの感性が他者に受容され、また、同時に、他者のまなざしと
言葉を尊重しなければならないという気づきを子どもたちにもたらす。そ
うした気づきは、やがて他人
4 4
への根拠のない同調や迎合、あるいは嫌悪や
愚弄を避け、他者存在を尊重しながら自分自身を言表しうる力を子どもに
内在化させるであろう。以上の観点から、自由なまなざしを持ちうる子ど
もの育成のために、「対話」に基づく共同的な鑑賞活動に意義を認めること
ができるのである。　
　しかしながら一方で次のようなことが懸念される。すなわち、幼児を対
象とした美術鑑賞プログラムがこうした共同的な鑑賞に終始すると、鑑賞
の過程において言語化しえない美術作品の非合理的側面が見落とされてし
まう危険性をもたらすという点である。元来、美術作品は人間に内在する
非言語的な非合理性が作家を通して体現化されたものである。したがって、
非言語的な美術作品を言語化しようとする試みが、時には作品に潜在する
作家の生
4
を歪めることになりかねないという危険性を併せ持つのである。
それは、人権保育のねらいと矛盾することとなる。
　他方では、次のような危惧も生じるのである。言語発達の途上にある幼
児期の子どもたちは、作品から得たイメージや情感等を音声言語で言表化
しえない場合も多く、集団でなす言語活動に十分に参与できないこともあ
ろう。また、豊かな言葉を携えていても集団での発言を躊躇する子どもも
散見される。仮に、プログラムにおいて言語活動が優位になると、言語活
動では発揮しえない子どもたちの感性を看過するという懸念が生じるので
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ある。鑑賞を促す周囲の大人がロゴス至上主義に陥らないことと同時に、
時には子どもが言語化しえない面を代弁する配慮を必要とするのである。
　さらに、共同的探究と銘打った対話型鑑賞においては、時としてプログ
ラムに参加している他者の言語に翻弄され、自分のまなざしを言表せず他
者に同調してしまうこともある。他者の言葉を尊重するのではなく、迎合
的になることは人権保育に関連するプログラムの意図するものではない。
子どもたちには作品に内在する作家の生を静謐のうちで耳をすませて捉え
ることが重要なのであり、美術鑑賞プログラムにおいて共同性の保障と同
時に、孤独な時空間の保障が個々の自由な言葉とまなざしの発露のために
重要であることが改めて知られるのである。
４．孤独な他者との対話
　　― 自他のまなざしを知るための模写 ―
　以上のように、人権保育という観点からなされる美術鑑賞プログラムに
おいて、多くの他者が子どもたちに現前する。第一に、彼らが対峙すべき
他者としては、作品に内在する作家としての他者であることがすでに知ら
れた。さらに、作家としての他者に対して、鑑賞を促すプログラム担当者
やプログラムに共に参加する友だちといった現実的な関係性を持ちうる他
者も存在する。
　こうして、美術作品を前に多様な他者との対話がなされるのであるが、
この中で子どもたちが極めて直接的な関係性を持ちうるのは作家としての
他者である。プログラム担当者やプログラムに参加する友だちとは異なり、
作家としての他者はその身体が自分に現前する可視的な他者ではないとは
いえ、自己との関係性はより直接的であると捉えることができるのである。
　ここで齋藤昭に依拠するならば、自分以外の存在は私たちに対して他人
（der Fremde）として現前する場合と、他者（der Andere）として現前す
る場合があるxvii。齋藤は直接的に私と関係を持つ存在を他者と捉え、直接
的な関係のない存在を他人として捉えている。この場合の直接性とは、共
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に時空間を共有するという現実的で物理的な直接性ではない。むしろ、自
他の生が交わり、止揚に至るような直接性である。
　なお、以上のような直接性を伴う真の他者とは、ボルノーが「彼に譲歩
せず、彼の敵対にたいして抵抗する実在である」xviiiと述べるような自分に
拮抗する存在である。それ故に、こうした他者と自己との関係には、相互
の安易な妥協や服従はみられず、真摯な対話がなされるのである。このよ
うな出会いと対話が美術鑑賞プログラムにも内在していると考えられる。
　鑑賞者としての子どもにとって、当初は他人として現前する作家である
が、作品との出会いと対話のプロセス如何によって、やがて他者存在に転
化していく。つまり、美術鑑賞において子どもたちは強い個性を持つ他者
存在との衝撃的な出会いをなし、自分とは根本的に異なる他者である作家
の存在をまず直観することとなる。そして、作家の強烈な個性が表出する
自由な表現に時には翻弄されながら、やがて、自らのまなざしや言葉もま
た、自由に開かれることが許されているということに気づく時、他人とし
ての作家は他者に転化するのである。
　こうした観点から本研究では、子どもたちが他者としての作家と直接的
に交わるために、孤独な者同士のダイアローグに意義を認めているが、そ
うしたダイアローグを可能なものにする方策を、幼児が作家の主観と交わ
ることのできる活動である作品の追体験としての模写に見出しているxix。
作品の前で一人模写に取り組む幼児　三和保育園（岡山県）年長児
於：大原美術館　平成25年２月８日
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　本研究では、美術館における幼児を対象とした模写活動を、作品を転写
する行為としてではなく、作家の生の追体験として捉えている。換言すれ
ば、それは作家の「時間」の追体験であるが、作家のまなざしの追体験で
もある。
　そうした追体験としての模写の過程において、子どもたちには作家の個
性との闘いが余儀なくされる。美術作品には、幼児の通常の描画には見ら
れない色彩、構図、形等々が表現されている。子どもたちは模写を通して、
日頃自らが経験しえない手法や構図によって描かれている美術作品がある
ことを実感し、自分とは異質な世界に向き合わざるをえないのである。ま
た、その活動は日常の保育活動に見出されないものである。すなわち、我
が国の図画教育史を遡及しても明らかなように、臨画教育として明治期に
盛んに行われた模写は、大正期には対極的な自由画教育に席を譲り、歴史
的には否定的に捉えられていったという系譜を持つ。こうした背景から、
他者が描いた作品の模写は今日の子どもたちには馴染みのないものとなっ
ているのであり、日頃自由な描画を促されている彼らにとって、拘束性が
きわめて高い活動ということができる。そうした拘束性のうちで、彼らは
自分とは異なる作家のまなざしに徹頭徹尾対峙するという一連の過程を踏
むことになるが、作家の多様で自由な表現に時には批判的精神も芽生え、
多くの葛藤を抱くこともある。他者のまなざしと手によって自由に表出さ
れた世界を前に、子どもたち自身は自分の自由を発揮することができない
というアンビバレントな活動を余儀なくされる。模写においては、作品は
知識として提示されるものではなく、生の充溢した他者として彼らに現前
するものである。そこで子どもたちは自ずと作品に内在する生に触れ、そ
の声を聴き、そのまなざしで世界を見ようとするのである。やがて子ども
たちは、強烈で自由な個性を持つ他者との関係性のうちで、他者に照らし
て自分自身の自由を見出す自己検証の機会を得ることとなる。換言すれば、
子どもたちは作家の自由なまなざしを直観xxすることを通して逆説的に自
分自身の自由を感得するのである。
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　以上のように模写活動は、幼児が共感のみならず時には葛藤をも抱きな
がら「他者」としての作家と非言語的に対話しうる活動である。自分自身
のまなざしで時間をかけて作品に対峙し、さらにそれを自分の手で表出す
ることを通して作品に充溢する生と直接的に交わるのである。
　これが本研究で問う孤独な鑑賞者と孤独な作家である他者との直接的な
出会いと対話である。こうした他者との出会いの場を提供することが、他
者の存在を認め、その自由を尊重する気づきを子どもたちにもたらし、多
くの他者と生きる人間存在を幼児期に意識させる可能性を有しているので
ある。美術鑑賞を通して得られる人権保育の要素は、こうした本質的人間
理解へと幼児を誘うのである。
　さて、本稿では鑑賞プログラムにおける模写を例示したが、作品保護の
観点からもこのプログラムの遂行には多くの困難があることは否めない。
美術館が幼児による模写にいかなる意義を認めるか否かにより判断は大き
く異なるのである。したがって、幼児による模写の可能性を今後さらに探
究することと同時に、模写以外のアプローチによる、作家とのダイアロー
グの方法を探求していくことも課題として残されている。
５．むすびにかえて
　子どもを真理の探究者であると捉えるマルテンス（Ekkehard Martens 
1943－）は、子どもたちが「自分自身の思考において自分を方向づける」xxi 
ことが重要であると述べている。価値が錯綜し、既成価値に追随すること
を余儀なくされるこの時代において、子ども時代から自分自身のまなざし
と言葉を持つことの意義を提示した言葉である。自分自身を方向づけるた
めには、主体は本質的に孤独な存在となる。したがって、人間形成におい
て、そうした自分自身の孤独を引き受けることのできる力の育成が子ども
たちになされなければならないのである。また同時に、他者の孤独を尊重
することのできる力の育成も然りである。本研究ではそれを人権保育の課
題と捉えている。
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　ここから、人権保育が探究している子どもたちの自由なまなざしと言葉
の保障は、集団においてあえて子どもの孤独xxiiの時空間を保障するという、
一見するとアンビバレントな状況を通して可能となるのである。まなざし
の孤独性が保障されない集団においては、他人への単なる同調が生じるだ
けであるが、表層的な連帯性を人権保育は求めてはいない。孤独の保障が、
相互の尊重に結びつき、真の集団形成の過程において不可欠であると考え
ることができるとすれば、孤独者でなければ見出し得ないまなざしの育成
を真の集団形成を促すためのものと位置づけることさえできるであろう。
ここに、美術鑑賞を通した人権保育が主体の孤独を中心に据える理由が明
らかとなる。
　もっとも、自他の尊重を前提として成り立つ孤独
4 4
と他者を排斥する孤立
4 4
が概念的に混在している今日的状況があるという点を看過してはならな
い。とくに現代の我が国の児童期以降の子どもたちには、集団への迎合に
終始する「仲良し主義」が見られ、自分自身の意志や展望を抱こうとする
彼らの自由が抑制されている状況は否めない。こうした「仲良し主義」の
跋扈を前に、大人が両概念の相違を明確にし、真の孤独概念について今一
度問うことが子どもたちの人権を考える上でも重要である。そのためには
まず、人権をめぐる考察を大人自らが静謐のうちでなすことが、よりよい
人権保育の考察のために不可欠であるといえるであろう。
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